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学会のうち約 13％程度であり、学会レベルでもこの

問題に関する対応の遅れが指摘されている。日本学術

会議は今年 4月に「行動規範」（案）を発表する予定

であり、各学会が早急に倫理綱領、行動規範を制定す

るよう促すとしているが、大学を含む研究・教育機関

でもこの対策が遅れていると聞いている。独立法人化

された現在、以前にも増して、各研究・教育機関の組

織的な取り組み、具体的な倫理綱領、行動規範、運用

細則等の制定とその普及が必要である。

技術者倫理に関しては、日本化学会も参加している

技術倫理協議会において活発な活動が行われている。

技術者はその成果が直接社会に影響するので、その責

任は極めて重大である。これに関して平成 18年 2月

9日の日本経済新聞朝刊の「大磯小磯」欄に載った六

本木族氏によるヒポクラテスの誓詞と、これに基づく

主張を引用する。「ヒポクラテスの誓詞にいわく、第

一に、プロフェッショナルは高度な専門技術を有して

いなければならない。第二に、専門技術を適用するに

当たって、厳格な倫理感を有していなければならない。

第三に、すべての能力は顧客の利益のために捧げねば

ならない。要するに医師であれば、患者のために尽く

すのが責務であり、病院のために働くのではない。そ

のために、常に最高の技術を学ぶ努力を怠らず、一方

で患者の秘密を遵守しなければならい。つまりプロフ

ェッショナルの忠誠の対象は顧客であり、会社ではな

い。まして会社の利益を優先して、顧客を裏切ること

は断じてあり得ないことである。また、法を遵守する

ことは最低限の倫理であり、個人の良心に基づいて、

誠実に職務を遂行しなければならない。専門技術を悪

用することなどは、信頼の上にのみ成立するプロフェ

ッショナルの概念を根本から破壊するものである」。

ここで言うプロフェッショナルとは言い換えれば本稿

での技術者である。技術の悪用に関しては、オーム真

理教事件や、麻薬、生物化学兵器などの問題があり、

このあたりになると倫理というより犯罪である。

企業倫理に関して、経団連より「企業行動憲章」及

び「企業行動憲章実行の手引き」が発表されている。

2005年 9月には「企業倫理徹底のお願い」が経団連

企業倫理

技術者倫理

会長から発表され、「コンプライアンス体制の整備と

見直し」、「コンプライアンスの浸透と徹底」、「不祥事

が起きた場合の対応」についての指針が出され、企業

トップのこの問題への真摯な取り組みが要請されてお

り、各社もこれに応じたコンプライアンス規定、推進

体制等の整備がなされている。さらに、最近ではコン

プライアンスを包含する広い概念で、企業の社会への

貢献も含めた「企業の社会的責任（CSR：Corporate

Social Responsibility）」の取り組みがなされるようにな

ってきており、それなりの成果を挙げていると考えら

れるが、耐震偽装事件など、まだまだこの種の事件に

終わりはない。倫理は企業存続の基本であるばかりで

なく、企業に属する技術者にとっても、企業トップの

影響力は極めて強く、改めて企業トップに対し、倫理

に関する真摯な姿勢の重要性を訴える次第である。

日本化学会ではこうした状況も踏まえ、平成 12年

に「日本化学会会員行動規範」、平成 17年に「行動の

指針」を制定、さらに平成 18年 1月には「会員の不

正行為の調査・審理に関する細則」を制定している。

当該「行動の指針」には、企業の被用者及び経営者の

行動指針、科学者の行動指針も述べられている。

日本化学会会長メッセージにあるとおり、科学者、

研究・教育機関、技術者、法人企業を含む日本化学会

会員各位には、科学・技術、組織機関、企業の存立の

根本は良心と信頼にあることに改めて思いを致し、各

個人それぞれの仕事に倫理意識を持って真摯に取り組

むことを切望するとともに、それぞれの組織・機関、

企業での倫理に関する具体的な対策の制定と普及を切

望する。
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